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地域一丸となって北九州地域の産業人材を育成していくことを目的に組織化された「北九州地域

産業人材育成フォーラム（会長／西村韶道）」が、産学連携で実施する産業人材育成事業の第１弾

―長期インターンシップ事業―が、いよいよ始まります。 

インターンシップの対象は、まちの産業基盤を支える中堅・中小企業と地元の理系大学の学生。 

初年度の今年は、地元の中堅・中小企業３３社(３４コース)に、九州工業大学と北九州市立大学 

(国際環境工学部)の留学生を含む大学生５9 人が、２～３週間企業の現場に入りインターンシップ

に取り組みます。 

また、この産業人材育成事業の一環として、地域の優秀な中堅・中小企業の情報を学内に伝え、

地域と大学の連携を深めることを目的に、九州工業大学が「平成２３年度第１回北九州地区学内合

同企業説明会」を初めて開催します。 
 
○ 対象は地域中堅・中小企業。狙いは地域の産業基盤の強化。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 理系大学生５9人が３３社で就業体験。内３名は中国からの留学生 
 

対象企業 北九州地域（北九州市及び近隣市町）の企業・団体など 

対象学生 
九州工業大学（全学部・専攻）の学部２～３年生、大学院１年生 
北九州市立大学（国際環境工学部）の学部２～３年生、大学院１年生 

実施時期 ８月中旬～９月末（夏季休暇期間中）の２～３週間（受入企業ごとに異なる） 

実施内容 

 
 
 
 
 
 

 
○ 学生が企業現場で学ぶインターンシップの取材ができます。(取材承諾企業のみ) 
  ・取材される場合は 事前に事務局までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 

【地域中堅・中小企業】 
４２社４５コースがエントリー 

【地元理系大学生】 
６３人がエントリー 

結果：理系大学生５９人が、地域企業３３社３４コースで実施 
（参考）学生は男子４５名、女子１４名。内３名は中国からの留学生。 

コーディネータによる大学生を対象とした相談会で、マッチングを実施 

北九州地域の中堅・中小企業と地元理系大学生をつなげる 

地域ぐるみで取り組む産業人材育成事業(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ)が始動します。 

―地域社会が一丸となってものづくり人材を育て、活用する時代へ向けて― 

 

【長期インターンシップ事業】 
 

・大学卒業生の地元定着率の低迷 
・地元企業の情報不足も一因 

・研究開発を担う人材不足 
・地域学生との接点の不足 現 状 

・地元優良企業の生きた情報取得 
・就職先の選択肢の拡大 

・学生に自社の強みや魅力をＰＲ 
・優秀な人材採用の可能性が広がる 
・技術力の向上、社内の活性化 

効 果 

【将来の目指す姿】 
地域の大学を卒業する理系学生が地域の中堅・中小企業に就職し、企業の技術レベルを向上させる。 
また、そのネットワークを生かして産学連携による研究開発を促進し、更なる技術力の向上に資する。 

理系学生 
（大学・大学院） 

地域企業 
（中堅・中小） 

「北九州経済・金融記者クラブ」及び 

「北九州市政記者クラブ」に同時提供 

【問い合わせ先】 北九州地域産業人材育成フォーラム事務局（公益財団法人北九州活性化協議会）

０９３（５４１）３１２２       （担当／波多野、松尾） 



 

 

 

 

これまで九州工業大学の卒業生の就職先は関東・関西の大手企業が中心。地域企業の情報が大学

や学生に十分知られていないこともその一因。地元就職を希望する学生も増加傾向にあり、北九州

地域産業人材育成フォーラムに参画する同大学が、北九州地域の中堅・中小企業だけを対象にした

学内企業説明会を初めて実施します。 

◇ 名  称  ： 平成２３年度北九州地区学内合同企業説明会 

◇ 日  時  ： 平成２３年８月３１日（水） 

◇ 場  所  ： 九州工業大学 工学部 戸畑キャンパス内 

◇ 主  催  ： 国立大学法人九州工業大学 工学部キャリアセンター 

◇ 後  援  ： 北九州地域産業人材育成フォーラム 
 
 

 

 

 

 

経済のグローバル化の進展による国際競争が激化し、製造業を中心とした企業の海外移転の動き

が活発化する中で、生産年齢人口の減少や高齢化が進むものづくりのまち北九州市においても、産

業基盤の維持・強化が重要な課題となっています。その解決のためにも、地域の中堅・中小企業の

経営力強化とイノベーション力向上のための産業人材の育成が強く求められています。 

一方、地元大学の卒業生の地元定着率の低迷や中堅・中小製造業における研究開発を担う人材の

不足が問題となっており、地元大学の研究開発機能や中核人材育成機能が地域企業に有効に活用さ

れていない現状にあります。こうした環境と課題を解決し、競争力ある企業、成長力ある産業、活

力ある地域を育てていくために、北九州地域に立地する大学と産業界が連携・協働して、産業人材

育成とその活用システムの構築を図っていくことが強く求められています。 

そこで、北九州市の産業政策とも連動しながら中期的な視点を持って、産業人材育成に関する地

域システムを構築し、産学官の協働による地域の産業人材育成事業について多面的に取り組んでい

くことを目的に、地域企業、大学、経済団体及び北九州市など行政機関が一体となって「北九州地

域産業人材育成フォーラム」を設立（平成２３年４月）しました。長期インターンシップを始め、

社会人プログラム、青少年プログラム等の人材育成事業を企画、実施していきます。事務局は公益

財団法人北九州活性化協議会（KPEC）。 

北九州地域産業人材育成事業推進体制

地域社会が一丸となって産業人材を育成する地域システム創り

企業B 企業C

企業D

企業部会企業部会

企業A
九工大 北九大

大学C 大学D 大学E

KPEC産業人材育成委員会

企画部会企画部会

ワーキング機能

北九州地域産業人材育成ﾌｫｰﾗﾑ北九州地域産業人材育成ﾌｫｰﾗﾑ

国・北九州市

北九州市成長産業戦略推進協議会

事業の実施予定
① 高度人材育成プログラム
（新卒技術者のキャリアアップ）
・長期インターンシップ事業

② 社会人育成プログラム
（就業技術者のスキルアップ）

③ 青少年育成プログラム
（小中高生の社会体験

・理数教育支援）

交流促進交流促進

連
携

連
携

連携･支援

推進会議推進会議

企業Ｅ

九州工業大学における第１回北九州地区学内合同企業説明会を初めて開催 
      ―地域中堅・中小企業２８社が参加！九工大キャンパスで自社技術を PR― 

産学連携で人材育成を推進する「北九州地域産業人材育成フォーラム」設立 
―このまちのモノづくりの力－心と技と知―を、この国の明日を支える若者に伝えたい― 
地元の複数大学が参画、事業運営は産業界が主導。北九州市など行政機関も積極的な参画。 

「地域社会が一丸となって産業人材を育成する」地域システム創りを目指す！ 



（参考資料）   － Ｈ２３年度長期インターンシップ事業のこれまでの取り組み － 

 

 

 

 
【北九州地域産業人材育成フォーラム・ 

インセンティブセミナー】 
 
・平成 23年 3月 23日 
・フォーラムの立ち上げ前に、地域企業の経営者や
人事責任者を対象に実施。フォーラム設立の趣旨
と事業計画の概要を広く周知し、フォーラムや事
業への参画を募る目的で開催。 

・参加企業：79社、 参加者：159名 

 

 

 
【インターンシップ推進セミナー】 
 
・理系大学生を対象に、インターンシップの重要性
や効果を訴求するセミナーを実施。 

・インターンシップ受入実績企業経営者の講演、体
験学生パネルディスカッションなど。 

・5月 18日 北九州市立大学（国際環境工学部） 
 参加学生 113名 

5月 20日 九州工業大学（戸畑キャンパス） 
参加学生 195名 

 

 

 
【学生を対象とした工場見学ツアー】 
 
・九工大、北九大の理系学生・大学院生を対象とし、
地域企業の製造現場を見学訪問するバスツアーを
実施。 

・地域の学生にとっては地元の優れた企業の生きた
情報を得ること、地元企業にとっては優秀な理系
学生に自社の強みや魅力を知ってもらうことに直
接繋がるとともに、長期インターンシップ参加の
動機付け効果も期待。 

・平成 23年 6月 3日、24日、27日の全 3回。 
 各回 2～3社の企業を訪問。 
・延べ参加学生数 55名 
・見学企業（7社） 
  ㈱カンノ製作所(小倉北区) 
  ㈱戸畑ターレット工作所(小倉南区) 
  シャボン玉せっけん㈱(若松区) 
  三島光産㈱(八幡東区) 
  ㈱安川電機(八幡西区) 
  アイム電機工業㈱(水巻町) 
  ㈱中島ターレット(岡垣町) 

 
 

 

 
【インターンシップ事前研修】 
 
・インターンシップ応募学生を対象に事前研修を実
施。53名受講。研修時間 90分。 

・九州工業大学  8月 8日～9日、4回開催 
 北九州市立大学 8月 11日 
・事前準備や心構え、注意事項などの説明。企業レ
ポート・インタビューのシミュレーションなど。 


